
県⽴川⼝北⾼校同窓会 「相談会」           ２０２３年 3 月２６日（日）  

会場︓貸会議室（みらいスペース、川⼝） 

 
次 第 
 
① 参加者紹介（自己紹介） 

② 挨拶と「相談会」開催の経緯 

③ アンケートのお願い   

・あなたにとって川北とは? ※一言でお願いします。 

・今の同窓会をどう思うか?（イメージ）※一言でお願いします。 

・同窓会への要望  
 

このアンケートの回答は、４月９日（日）まで榎本までメールで送ってください。 
榎本のメールアドレス enomoto@msleaf.jp 

 
 
【 議 題 】 ※この会議は議事録作成のため、録音いたします。 
①創⽴ 50 周年記念について （仮称、創⽴ 50 周年事業検討委員会） 
 ・以下の理由により分科会を設⽴し、3 年後（同窓会 50 年）に開催することで検討する。 

「理由」 
 ※総会等で同窓会としてのパーティ等を基本的におこなわないこととしたが、その後多く 

の会員より開催希望の意⾒があったため、有志により分科会を設⽴し再検討をおこなう 
※分科会設⽴については、会報や HP 等で告知すると同時に声がけをおこない有志を募る。 
 →この相談会が終了したのち、有志を募り始動。 

是 ・ 非 
 
②同窓会組織改革と規約改正について （仮称、同窓会再編プロジェクト） 

・分科会（定期開催）を設⽴し、以下の目的により規約の是正をおこなう。 
 

「目的」 
・現規約の⽭盾点を洗出し、今後を⾒据えながら今の時代に相応しい規約とする。 
・理事会と事務局の分離と役割の明確化 
 
「今後の計画」 
・9 月の総会にて組織改正と規約改正を目標とする。 
 組織改革と規約改正については、ワンセットとして以下の日程で開催する。 
① 4 月 21 日（⾦） 20 時〜    ④ 7 月 21 日（⾦） 20 時〜 
② 5 月 26 日（⾦） 20 時〜    ⑤ 8 月 25 日（⾦） 20 時〜 
③ 6 月 23 日（⾦） 20 時〜 

※オンラインミーティング参加有り ※7 月 8 月は、進捗状況によりミーティングを増やす。         
是 ・ 非 

 



③同窓会再編への提案（榎本より） 
■理事の選任（拡充）について 

 →候補者が現れた場合、総会までは現在の理事と事務局で選任する。     是 ・ 非 

 

■分科会運営について 

 →２つの分科会においてメンバーが数名集まった段階で、それぞれのリーダーを決め、その

リーダーには理事⼜は理事相当の権限をもち運営してもらう。     

  ※理事相当の権限を持つが、理事会または会⻑、副会⻑に報告する。    是 ・ 非 

 

■分科会における同窓会費の使途（支出）について 

 →これら分科会の活動費は予算案に⼊っていないが、年間の予算案の範囲内で支出を可能と

する。                                是 ・ 非 

 

■再編プロジェクトにおいては、現会則に記載のない、もしくはそれに反する方針の決め方を

おこなう場⾯が出てくる。同窓会を組み⽴てなおし総会で議決するためには、どこかで会則

以上の活動と意思決定が必要と考える。これらについては榎本（会⻑）責任のもと遂⾏す

る。                            

 ※この内容（文⾯は変えます）は、ホームページに掲載予定。 

是 ・ 非 

 
④その他 
 ・本日の「相談会」終了後、２つの分科会設置についてのお知らせをホームページに掲載し

ます。                                是 ・ 非 
 
 ・分科会「同窓会再編プロジェクト」の参加については、4 月１６日（日）までに同窓会ホ

ームページの「お問合せ」より参加の申し込みをお願いいたします。なお参加者が多数の
場合は、オンラインでの参加をお願いする場合があります。その際はご協⼒をお願いいた
します。 

 
・理事会、分科会等の連絡⼿段を確保するため、メール配信サービスなどを利⽤する。 

  理由 → 現在の連絡は基本メールや SMS、SNS 経由と人によりバラバラな方法で連絡
をしているため、時間と労⼒が必要な状況。連絡⼿段を最小限としたい。 

  ※参考例 ︓ 20,000 人対応 ブラストメール 月額 6,000〜10,000 円程度 
         ※個別メール（双方向）に対応できるか確認中。 
   
 ・事務局、分科会の連絡⼿段について LINE、メッセンジャー等ではどうかとの提案があり

ましたが、それぞれにおいて使う人の好みが異なり採⽤が難しい状況。また＋メッセージ
においては、携帯大⼿３社以外は使⽤できない場合がある。 


